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日頃からお世話になり、親しくさせていただいている保育所担当の方々の素顔を紹介させていただきます。
①役職・氏名　②担当業務　③ひとこと（自己アピールや最近はまっていること、身の回りで起こったユーモラスな出来事等）

こども施設企画課全員集合！！こども施設企画課全員集合！！特別企画

①
子
ど
も
家
庭
部
長	

甲
山 

乙
也

②
部
の
総
括

③
親
戚
の
田
植
え
＆
稲
刈
り
へ
の
参
加

が
毎
年
の
楽
し
み
で
す
。田
ん
ぼ
に
整

然
と
な
ら
ぶ
稲
の
緑
と
、ご
褒
美
に
い

た
だ
く
新
米
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
こ
ど
も
施
設
企
画
課
長	

鈴
木
　
修

②
課
の
総
括

③
常
に
皆
様
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、漫
画
や
ド
ラ
イ
ブ
等
の
趣
味
も

含
め「
生
き
る
力
」を
育
み
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
企
画
係
長	

和
田 

太
輔

②
企
画
係
の
総
括

③
週
末
は
ド
ロ
ー
ン
飛
ば
し
て
ま
す
。

勢
い
あ
ま
っ
て
国
家
資
格
ま
で
と
っ

ち
ゃ
い
ま
し
た
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
企
画
係
主
査　
　

 

豊
嶋 

奈
美
子

②
乳
児
等
通
園
支
援
事
業（
こ
ど
も
誰
で

も
通
園
制
度
）等

③
子
育
て
が
落
ち
着
く
頃
な
の
で
、自
分
時

間
を
ど
う
楽
し
も
う
か
、や
り
た
い
こ
と

を
考
え
て
わ
く
わ
く
し
て
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
企
画
係
主
任	

吉
田 

賢
輔

②
経
理
、予
算
・
決
算
、表
彰

③
２
匹
の
犬
と
暮
ら
し
て
い
ま
す
。飼
い

主
に
似
る
と
い
う
の
は
本
当
だ
な
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
企
画
係	

  

山
本
　
優

②
課
の
庶
務

③
趣
味
は
ウ
エ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で

し
た
が
、産
後
あ
ま
り
出
来
ず
…
。最

近
再
開
し
て
頑
張
っ
て
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
Ｄ
Ｘ
推
進
担
当
係
長	

細
田 

佳
織

②
係
の
統
括

③
白
玉
好
き
で
す
。水
加
減
が
決
ま
る

時
、表
面
が
つ
る
ん
と
整
う
時
、鍋
底

か
ら
ふ
わ
り
と
浮
く
時
、ど
れ
も
格
別

で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
Ｄ
Ｘ
推
進
担
当
主
任	

元
重 

美
佐

②
シ
ス
テ
ム
運
用
・
保
守
等

③
S
w
i
t
c
h
で
ポ
ケ
モ
ン
す
る
の

が
楽
し
い
で
す
が
、一
生
ポ
ケ
モ
ン
の

名
前
が
覚
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
Ｄ
Ｘ
推
進
担
当	

本
嶋
　
彩

②
保
育
料
、施
設
等
利
用
給
付
等

③
国
内
外
問
わ
ず
旅
行
大
好
き
、特
に
北

海
道
と
韓
国
な
ら
お
任
せ
く
だ
さ
い
。

英
国
一
人
旅
を
夢
見
て
英
語
の
勉
強

中
で
す
…
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
運
営
支
援
担
当
課
長	

江
口 

和
孝

②
運
営
支
援
担
当
ラ
イ
ン
の
総
括

③
子
ど
も
も
大
き
く
な
り
、誰
も
相
手
を

し
て
く
れ
な
い
の
で
、一
人
寂
し
く

ツ
ー
リ
ン
グ
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
日
々

で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
運
営
支
援
係
長	

中
嶋 

啓
太

②
運
営
支
援
係
の
統
括

③
体
力
の
衰
え
を
特
に
感
じ
る
今
日
こ

の
頃
で
す
。リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
大
切
さ

が
身
に
染
み
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
運
営
支
援
係	

久
保 

航
大 

②
保
育
所
型
認
定
こ
ど
も
園
の
給
付
等

③
土
日
の
ほ
ぼ
毎
週
、野
球
を
し
て
お

り
、日
に
日
に
黒
焦
げ
に
焼
け
て
い
ま

す
。今
は
全
国
大
会
目
前
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
運
営
支
援
係
主
任	

大
森 

朗
徳

②
私
立
幼
稚
園
の
給
付
等

③
休
日
に
子
ど
も
た
ち
と
公
園
巡
り
を

す
る
こ
と
に
ハ
マ
っ
て
い
ま
す
。お
す

す
め
の
遊
び
場
が
あ
り
ま
し
た
ら
教

え
て
く
だ
さ
い
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
運
営
支
援
係	

上
田 

和
夏

②
認
定
こ
ど
も
園
の
給
付
等

③
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
趣
味
に
し
よ
う
と
思

い
、ウ
ェ
ア
を
揃
え
て
形
か
ら
入
り
ま

し
た
が
、三
日
坊
主
で
終
わ
り
ま
し

た
。最
近
の
趣
味
は
美
味
し
い
ご
は
ん

屋
さ
ん
探
し
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
運
営
支
援
担
当
係
長	

花
田 

滋
保

②
運
営
支
援
担
当
ラ
イ
ン
の
統
括

③
息
子
と
ハ
マ
る
ポ
ケ
G
O
。世
界
中
の
人

と
強
敵
と
戦
う
。国
境
も
戦
争
も
な
い
平

和
な
繋
が
り
を
日
々
実
感
中
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
運
営
支
援
担
当
主
査	

井
寺 

大
悟

②
民
間
保
育
所（
八
幡
東
・
西
）、家
庭
的

保
育
事
業

③
今
年
か
ら
ベ
ラ
ン
ダ
菜
園
を
始
め
ま

し
た
。費
用
対
効
果
は
？
？
？
で
す

が
、オ
ク
ラ
と
枝
豆
の
収
穫
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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①
運
営
支
援
担
当
主
任	

鹿
毛 

春
美

②
小
規
模
保
育
事
業
、事
業
所
内
保
育
事

業
等

③
甥
の
お
供
で
恐
竜
や
動
物
の
展
示
を

観
に
行
く
よ
う
に
な
り
、最
近
モ
サ
サ

ウ
ル
ス
を
覚
え
ま
し
た
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
運
営
支
援
担
当
主
任	

白
水 
彩
也
香

②
民
間
保
育
所（
小
倉
北
・
南
）等

③
基
本
イ
ン
ド
ア
派
で
す
が
、せ
っ
か
く

パ
ス
ポ
ー
ト
を
更
新
し
た
の
で
、海
外

旅
行
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
運
営
支
援
担
当　

 

藤
冨 

奈
津
子

②
民
間
保
育
所（
門
司
・
戸
畑
・
若
松
・
指

定
管
理
）

③「
ち
い
か
わ
」に
登
場
す
る「
く
り
ま

ん
じ
ゅ
う
」に
メ
ロ
メ
ロ
で
す
。マ
ス

コ
ッ
ト
各
種
取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
認
定
管
理
担
当
課
長	

明
石 

慶
生

②
利
用
調
整
係
、施
設
調
整
担
当
の
総
括

③
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ
た
コ
ン
ビ
ニ
ス

イ
ー
ツ
の
食
べ
比
べ
に
癒
さ
れ
て
い

ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
利
用
調
整
係
長	

岸
本
　
洋

②
利
用
調
整
係
の
総
括

③
諸
事
情
で
、私
は
現
在
松
葉
杖
。小
学
校

最
後
の
夏
休
み
。果
た
し
て
キ
ャ
ン
プ

に
連
れ
て
行
け
る
の
で
し
ょ
う
か
？

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
利
用
調
整
係
主
任	

豊
田 

直
也

②
病
児
保
育
事
業
等

③
子
が
１
歳
に
な
り
、活
発
に
毎
日
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。日
々
成
長
を
感
じ
て

い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
利
用
調
整
係
主
任	

吉
田 

侑
矢

②
直
営
保
育
所
の
運
営
等

③
今
年
は
色
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
料
理
に

挑
戦
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
利
用
調
整
係	

津
野 

詩
音

②
利
用
調
整
等

③「
趣
味
地
域
活
動
」休
日
は
ボ
ン
・

ジ
ョ
ー
ノ
中
心
に
季
節
行
事
や
地
域

の
声
を
形
に
す
る
企
画
運
営
に
全
力

で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
施
設
調
整
担
当
係
長	

森
　
英
之

②
施
設
調
整
担
当
ラ
イ
ン
の
統
括

③
最
近
D
I
Y
に
興
味
を
持
ち
始
め
ま

し
た
。ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
色
々

な
道
具
を
見
て
勉
強
中
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
施
設
調
整
担
当
主
任	

松
田
　
恵

②
直
営
保
育
所
維
持
管
理
等

③
数
か
月
前
の
足
の
骨
折
に
よ
り
、ま
だ

リ
ハ
ビ
リ
中
。早
く
自
由
に
動
き
回
り

た
い
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
施
設
調
整
担
当	

坂
井 

美
憂

②
指
定
管
理
業
務
等

③
社
会
人
１
年
目
、実
家
に
帰
っ
て
愛
犬

と
ゴ
ロ
ゴ
ロ
が
癒
し
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
指
導
支
援
担
当
課
長	

伊
藤 

京
子

②
指
導
支
援
・
栄
養
指
導
・
特
別
支
援
・
医

療
支
援
の
総
括

③
最
近
、宝
満
山
に
登
り
、き
れ
い
な
景

色
を
見
て
き
ま
し
た
。心
穏
や
か
で
健

康
に
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
指
導
支
援
係
長	

竹
中 

陽
子

②
指
導
支
援
係
の
総
括

③
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
の
イ

ン
ス
タ
投
稿
を
若
手
に
学
び
な
が
ら

発
信
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
指
導
支
援
係
主
査	

杉
山 

成
史

②
保
育
士
就
職
支
援
等

③
仕
事
で
絵
や
動
画
作
成
が
で
き
る
こ

と
が
楽
し
い
で
す
。北
九
州
市
の
保
育

の
魅
力
が
伝
わ
る
広
報
を
が
ん
ば
り

ま
す
！

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
指
導
支
援
係
主
任	

黒
枝 

瑞
穂

②
認
可
外
保
育
施
設
に
関
す
る
こ
と
等

③
旅
行
が
好
き
で
、子
ど
も
が
生
ま
れ
て
か

ら
は
、各
地
の
子
ど
も
向
け
の
遊
び
場
や

施
設
を
調
べ
て
め
ぐ
っ
て
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
指
導
支
援
係
主
任	

泉 

実
代
子

②
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
兼
W
W
C
北
九
州
保

育
サ
ー
ビ
ス
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

③
国
内
で
ま
だ
行
っ
た
こ
と
が
な
い
所

に
行
っ
て
み
た
い
な
と
思
っ
た
り
、列

車
旅
も
い
い
な
と
思
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
指
導
支
援
係	

鍛
治 

幸
子

②
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
兼
W
W
C
北
九
州
保

育
サ
ー
ビ
ス
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

③
キ
ャ
ン
プ
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

愛
犬〈
柴
犬
・
5
歳
〉と
、そ
ろ
そ
ろ
遠

出
が
で
き
そ
う
で
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
栄
養
指
導
担
当
係
長	

磯
田 

陽
子

②
保
育
所
給
食
に
関
す
る
こ
と

③
庭
の
草
む
し
り
に
追
わ
れ
る
毎
日
で

す
。雑
草
の
生
命
力
と
成
長
の
速
さ
に

う
ら
や
ま
し
さ
さ
え
感
じ
て
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
栄
養
指
導
担
当
主
査	

小
畑 

祐
子

②
保
育
所
給
食
・
食
育
に
関
す
る
こ
と

③
家
猫
2
匹
と
実
家
猫
3
匹
と
の
猫
三

昧
の
日
々
、た
だ
そ
こ
に
い
る
だ
け
で

半
端
な
い「
癒
し
力
」に
救
わ
れ
て
い

ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
特
別
支
援
担
当
係
長	

村
口 

美
香

②
特
別
支
援
係
の
総
括

③
汗
を
か
き
た
く
て
よ
も
ぎ
蒸
し
に
通

い
は
じ
め
ま
し
た
。運
動
は
苦
手
で

す
が
、ア
ス
リ
ー
ト
気
分
に
な
っ
て

い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
特
別
支
援
担
当
主
任　

木
川 

裕
加
里

②
障
害
児
保
育
、親
子
通
園
事
業
等

③
ペ
ッ
ト
動
画
を
見
て
、癒
さ
れ
る
日
々

に
あ
こ
が
れ
て
い
ま
す
。い
つ
か
飼
い

た
い
と
熱
心
に
イ
メ
ト
レ
中
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
特
別
支
援
担
当 　

平
田 

久
仁
子

②
保
育
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

③
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
好
き
で
い
ろ

ん
な
鳥
を
見
て
は
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
特
別
支
援
担
当	

吉
住 

敦
子

②
保
育
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

③
年
々
、子
ど
も
た
ち
と
先
生
方
と
丁
寧

に
向
き
合
い
た
い
と
い
う
想
い
が
募

り
ま
す
。心
の
育
ち
を
大
切
に
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
特
別
支
援
担
当	

深
堀 

和
枝

②
保
育
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

③
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
始
ま
り
、夜 

星
空

観
察
。自
然
の
恵
み
、宇
宙
の
神
秘 

壮

大
さ
に
喜
び
と
感
謝
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
特
別
支
援
担
当	

白
井 

洋
子

②
保
育
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

③
趣
味
は
早
朝
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
す
。朝

日
が
昇
り
始
め
た
空
の
何
と
も
言
え

ぬ
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
は
最
高
で
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
医
療
支
援
担
当
係
長	

向
野 

立
代

②
医
療
支
援
係
の
総
括

③
ホ
ー
ク
ス
の
応
援
で
す
。月
1
回
ド
ー

ム
へ
行
き
、一
体
感
の
あ
る
応
援
に
大

き
な
声
を
出
し
て
ス
ト
レ
ス
発
散
し

て
い
ま
す
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

①
医
療
支
援
担
当
主
査	

小
林 

和
枝

②
医
療
的
ケ
ア
・
感
染
症
対
策
・
重
度
障

害
児
等
へ
の
対
応

③
庭
に
出
て
、四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
草
花
を

見
て
心
癒
さ
れ
て
い
ま
す
が
、こ
の
時

期
は
、蚊
の
襲
来
に
注
意
で
す
。
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子
ど
も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
を
大
切
に

し
た
い
―
―
そ
う
願
い
な
が
ら
も
、保
育
現
場
は

日
々
の
書
類
作
成
や
行
事
の
準
備
、保
護
者
対

応
な
ど
、多
く
の
業
務
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。園

長
と
し
て
現
場
を
支
え
な
が
ら
判
断
を
重
ね
る

中
で
、効
率
化
を
求
め
る
一
方
、「
保
育
は
人
が

行
う
も
の
で
は
な
い
か
」と
い
う
思
い
も
根
強

く
あ
り
ま
す
。日
々
の
業
務
に
追
わ
れ
る
中
で
、

本
来
大
切
に
し
た
い
時
間
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
現
場
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
中
、近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が

「
A
I
」の
活
用
で
す
。「
A
I
（
A
r
t
i
f
i

c
i
a
l  

I
n
t
e
l
l
i
g
e
n
c
e
）」と

は
、人
工
知
能
と
呼
ば
れ
る
技
術
の
こ

と
で
、人
間
が
行
う
知
的
な

作
業
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

で
実
現
し
よ
う
と
す

る
技
術
や
研
究
分
野

の
こ
と
で
す
。
A
I

は
次
の
よ
う
な
こ

と
が
で
き
ま
す
。「
①

文
章
を
理
解
・
生
成
す

る
②
画
像
を
認
識
す
る
③
音
声
を
理
解
す
る

④
翻
訳
す
る
⑤
デ
ー
タ
か
ら
学
習
し
て
予
測

す
る
」と
い
う
こ
と
で
す
。現
在
で
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
な
ど
で
も
手
軽
に
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、身
近
な
ツ
ー

ル
の
一
つ
と
し
て
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
A
I
を
活
用
し
て
い
る
園
を
探

す
に
あ
た
り
、私
自
身
が
所
属
す
る「
北
九
州

市
私
立
保
育
連
盟
青
年
会
議（
以
下
、青
年
会

議
）」の
会
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
協
力
を
仰
ぎ
ま

し
た
。本
稿
で
は
、そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も

と
に
、保
育
現
場
に
お
け
る
A
I
活
用
の
実
態

と
可
能
性
に
つ
い
て
考
察
し
ま
す
。

Q1 
A
I
を
使
用
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
?

•
青
年
会
議
所
属
メ
ン
バ
ー
に
問
い
か
け
た

所
、20
園
中
9
園
が
A
I
を「
活
用
し
て
い

る
」と
回
答
し
ま
し
た
。

◯
す
で
に
一
定
数
の
園
で
実
務
に
取
り
入
れ

ら
れ
て
い
る
現
状
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。

Q2 

A
I
を
使
い
始
め
た
き
っ
か
け
と
、最
初
の

活
用
方
法
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

•
業
務
効
率
化
が
主
な
理
由
で
す
。特
に
お
た

よ
り
作
成
や
案
内
文
作
成
な
ど
、文
章
業
務

の
負
担
を
減
ら
し
た
い
と
考
え
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。最
初
は
文
章
作
成
か

ら
始
め
ま
し
た
。

◯
多
く
の
園
が「
ま
ず
文
章
作
成
か
ら
」

と
い
う
共
通
点
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

A
I
活
用
の
入
口
と
し
て
最
も
取
り
組

み
や
す
い
分
野
と
言
え
そ
う
で
す
。

Q3 

現
在
は
ど
の
よ
う
な
場
面
で
A
I
を
活
用
し

て
い
ま
す
か
?
（
実
際
に
使
っ
て
い
る
ツ
ー

ル
と
、そ
の
使
い
方
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。）

•
現
在
は「
C
h
a
t
G
P
T
」で
の
文
章
作

成
だ
け
で
な
く
、議
事
録
作
成
や
資
料
作
成

に「
N
o
t
t
a
」、「
A
i
:r
e
p
o
t
o
」

な
ど
を
使
い
、会
議
内
容
の
要
約
な
ど
に
も

活
用
し
て
い
ま
す
。

◯「
対
話
型
生
成
A
I
」を
利
用
し
て
い
る
園

が
最
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、会

議
内
容
の
文
字
起
こ
し
や
議
事
録
作
成
に

活
用
で
き
る
音
声
認
識
ツ
ー
ル
を
利
用
し

て
い
る
園
も
あ
り
ま
し
た
。一
つ
の
A
I

だ
け
で
は
な
く
、目
的
に
応
じ
て
複
数
の

ツ
ー
ル
を
使
い
分
け
て
い
る
園
も
見
ら
れ

ま
し
た
。

Q4 

一
番
効
果
を
感
じ
て
い
る
使
い
方
は
何
で

す
か
?

•
文
章
作
成
の
効
率

化
で
す
。ゼ
ロ
か

ら
文
章
を
考
え
る

時
間
が
減
り
、下

書
き
を
も
と
に
修

正
す
る
形
で
作
業

で
き
る
た
め
、大

幅
な
時
間
短
縮
に

つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。特
に
お
た
よ

り
や
案
内
文
な
ど
、定
期
的
に
作
成
す
る
文

書
で
効
果
を
感
じ
て
い
ま
す
。

•
会
議
資
料
や
議
事
録
作
成
、文
書
作
成
な
ど

の
事
務
作
業
を
A
I
に
補
助
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、業
務
時
間
の
削
減
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。そ
の
結
果
、職
員
と
の
打
ち
合
わ
せ
や

現
場
確
認
な
ど
、本
来
注
力
し
た
い
業
務
に

時
間
を
使
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

◯「
全
部
任
せ
る
」の
で
は
な
く
、「
た
た
き
台

を
作
っ
て
も
ら
う
」と
い
う
使
い
方
が
主

流
の
よ
う
で
す
。ま
た
、浮
い
た
時
間
を
保

育
や
職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

充
て
て
い
る
と
い
う
回
答
も
見
ら
れ
ま
し

た
。

Q5 

判
断
に
迷
う
場
面
で
A
I
の
意
見
を
参
考

に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
?
（
A
I
の
提

案
を
ど
の
程
度
採
用
し
て
い
ま
す
か
?
）

•
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、最
終
的
な
判
断
を

A
I
に
任
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。考
え

方
の
整
理
や
別
の
視
点
を
得
る
た
め
の
参

考
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

•
A
I
の
提
案
を
た
た
き
台
と
し
て
活
用
し
、

園
の
実
情
に
合
わ
せ
て
修
正
し
な
が
ら
使
用

し
て
い
ま
す
。

◯
そ
の
ま
ま
採
用
す
る
こ
と
は
少
な
く
、七

割
方
採
用
と
い
う
回
答
、ま
た
、内
容
を
確

認
し
た
上
で
必
要
な
部
分
だ
け
取
り
入
れ

て
い
る
と
い
う
意
見
が
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。
A
I
の
回
答
を
鵜
呑
み
に
し
な
い
姿

勢
が
共
通
し
て
い
ま
し
た
。

Q6 

職
員
に
A
I
の
使
用
に
つ
い
て
方
針
や
ル
ー

ル
は
あ
り
ま
す
か
?

•
積
極
的
に
使
用
を
促
し
て
い
ま
す
。「
ま
ず
は

自
分
で
考
え
て
、そ
の
あ
と
A
I
に
聞
い
て

み
る
、確
認
し
て
み
る
」と
い
う
方
針
を
と
っ

て
お
り
、園
内
研
修
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

◯
積
極
的
に
活
用
を
促
し
て
い
る
園
も
あ
れ

ば
、組
立
中
の
園
、個
人
の
判
断
に
任
せ

て
い
る
園
、方
針
や
ル
ー
ル
は
な
い
と
い

4
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う
園
、様
々
な
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。園
に

よ
っ
て
温
度
差
が
見
ら
れ
た
項
目
で
す
。

Q7 

導
入
前
と
比
べ
て
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
り

ま
し
た
か
?

•
文
書
作
成
に
か
か
る
時
間
が
短
縮
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、自
分
で
は
思
い
つ
か
な
い
表

現
や
視
点
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、業
務

の
幅
が
広
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

•
事
務
作
業
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
こ
と
で
、

以
前
よ
り
余
裕
を
持
っ
て
業
務
に
取
り
組
め

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。結
果
と
し
て
、子
ど

も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
の
確
保
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

◯「
あ
ま
り
使
え
て
い
な
い
」、「
ま
だ
導
入
で

き
て
い
な
い
」と
い
う
園
が
ほ
と
ん
ど
で

し
た
。導
入
し
て
い
る
4
園
の
意
見
を
見

る
と
、事
務
作
業
の
時
間
が
短
縮
さ
れ
、業

務
へ
の
負
担
感
が
軽
減
し
た
と
い
う
声
が

多
く
あ
り
、
A
I
導
入
の
効
果
を
実
感
し

て
い
る
よ
う
で
し
た
。ま
た
、時
間
的
な
余

裕
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
、子
ど
も
と
向
き

合
う
時
間
が
増
え
た
と
い
う
意
見
が
見
ら

れ
ま
し
た
。業
務
効
率
化
の
先
に
あ
る
保

育
の
質
向
上
も
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

Q8 

逆
に
困
っ
た
こ
と
や
、不
安
や
課
題
は
あ
り

ま
す
か
?

•
A
I
の
回
答
が
必
ず
し
も
正
し
い
と
は
限
ら

な
い
こ
と
で
す
。も
っ
と
も
ら
し
い
内
容
で

も
事
実
確
認
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
、内
容

を
精
査
す
る
手
間
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

•
A
I
の
回
答
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
の
で

は
な
く
、必
ず
人
間
が
確
認
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。ま
た
、ハ
ル
シ
ネ
ー
シ
ョ
ン（
A
I

が
事
実
で
は
な
い
情

報
を
あ
た
か
も
本
当

の
こ
と
の
よ
う
に
答

え
て
し
ま
う
現
象
）も

あ
る
の
で
、
鵜
呑
み

に
し
な
い
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。
A
I

を
使
い
こ
な
す
に
は

ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ

が
あ
る
の
で
、そ
れ
を
伝
え
活
用
促
進
に
繋

げ
る
こ
と
が
課
題
で
す
。

◯
情
報
の
正
確
性
や
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
を
心
配
す
る
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

ル
ー
ル
づ
く
り
や
研
修
の
必
要
性
も
感
じ

ら
れ
ま
す
。

Q9 

保
育
や
園
運
営
に
A
I
は
必
要
だ
と
思
い

ま
す
か
?

•
必
要
で
す
。
A
I
に
保
育
は
で
き
ま
せ
ん

が
、保
育
知
識
が
豊
富
な
人
に
い
つ
で
も
相

談
で
き
る
と
い
う
認
識
で
い
い
の
か
と
思
い

ま
す
。

◯
必
要
で
あ
る
と
い
う
意
見
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。た
だ
し
、「
補
助
的
な
存
在
と
し

て
」と
い
う
条
件
付
き
の
意
見
が
ほ
と
ん

ど
で
し
た
。
A
I
へ
の
相
談
は
、本
当
の

意
味
で
の「
い
つ
で
も
」が
成
立
す
る
こ
と

に
強
み
を
感
じ
ま
す
。

Q10 

A
I
に
任
せ
て
は
い
け
な
い
部
分
は
ど
こ
だ
と

思
い
ま
す
か
?

•
子
ど
も
の
成
長
記
録
な
ど
。

•
自
園
の
理
念
や
思
い
。

•
感
情
の
部
分
。

◯
子
ど
も
へ
の
関
わ
り
や
保
護
者
対
応
、人

間
関
係
に
関
す
る
判
断
な
ど
は
人
が
担

う
べ
き
と
い
う
意
見
が
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。保
育
の
本
質
は
人
に
あ
る
と
い
う
考

え
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

Q11 

今
後
A
I
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
か
?

•
遠
く
な
い
未
来
に
は
A
I
が
な
く
て
は
な
ら

な
い
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

•
ガ
ラ
ケ
ー
が
ス
マ
ホ
に
変
わ
っ
た
時
の
よ
う

に
、気
づ
け
ば
当
た
り
前
で
み
ん
な
使
っ
て

い
る
も
の
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

•
全
員
使
っ
て
い
る
環
境
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

◯
今
後
さ
ら
に
活
用
が
広
が
る
と
考
え
て
い

る
園
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。「
使
う
か
ど

う
か
」で
は
な
く「
ど
う
使
う
か
」の
時
代

に
な
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

Q12 

印
象
に
残
っ
て
い
る
A
I
活
用
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

は
あ
り
ま
す
か
?

•
急
ぎ
の
文
章
作
成
や
資
料
作
成
、会
議
後
の

議
事
録
整
理
な
ど
で
助
か
り
ま
し
た
。

•
A
I
導
入
の
園
内
研
修
を
し
た
際
に
、若
手

か
ら「
使
っ
て
い
い
ん
だ
」と
声
が
漏
れ
た

こ
と
。

•
ク
リ
ス
マ
ス
に
午
睡
し
て
い
る
子
ど
も
の
写

真
を
撮
っ
て
、そ
こ
に
サ
ン
タ
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
置
い
て
い
る
よ
う
な
写
真
を
作
り
ま
し

た
。そ
の
写
真
を
見
た
子
ど
も
た
ち
は
目
を

輝
か
せ
て
い
た
の
で
、す
ご
く
印
象
に
残
っ

て
い
ま
す
。

◯「
時
間
が
な
い
時
に
助
か
っ
た
」と
い
う
声

が
多
く
、忙
し
い
保
育
現
場
と
の
相
性
の

良
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。ク
リ
ス
マ
ス

で
の
A
I
画
像
生
成
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
個

人
的
に
ぜ
ひ
真
似
し
て
み
た
い
な
と
思
い

ま
し
た
。ま
た
、私
が
青
年
会
議
の
会
員
に

話
を
伺
う
中
で
、「
A
I
は
職
員
の
一
人
と

し
て
扱
っ
て
い
る
」と
い
う
言
葉
が
印
象

的
で
し
た
。
A
I
を
単
な
る
機
械
で
は
な

く
、業
務
を
支
え
る
存
在
と
し
て
捉
え
て

い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
調
査
か
ら
、
A
I
は
す
で
に
保
育

現
場
に
お
い
て
一
定
の
役
割
を
担
い
始
め
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。し
か

し
、そ
の
活
用
方
法
や
位
置
づ
け
は
ま
だ
模
索

段
階
に
あ
り
、今
後
の
重
要
な
検
討
事
項
で
あ

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

今
後
、
A
I
は
さ
ら
に
身
近
な
存
在
と
な

り
、保
育
現
場
に
も
広
く
浸
透
し
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。そ
の
中
で
求
め
ら
れ
る
の

は
、「
使
う
か
ど
う
か
」で
は
な
く
、「
ど
の
よ
う

に
使
う
か
」と
い
う
視
点
で
す
。保
育
に
お
い

て
大
切
に
す
べ
き
価
値
を
見
失
わ
ず
、
A
I

の
特
性
を
理
解
し
た
上
で
適
切
に
活
用
し
て

い
く
こ
と
が
、よ
り
良
い
園
運
営
に
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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研
修
・
一
期
一
会

研
修
・
一
期
一
会

令
和
8
年
5
月
20
日
〜
22
日
に
開
催
さ

れ
た
「
第
68
回
全
国
私
立
保
育
研
究
大
会

北
九
州
大
会
」
に
、
ス
タ
ッ
フ
と
受
講
者

の
両
方
の
立
場
で
参
加
し
ま
し
た
。
大
会

テ
ー
マ
で
あ
る
「
R
e
s
t
a
r
t 

ほ
い

く
で
未
来
は
か
わ
る
っ
ち
ゃ
!
〜
き
っ

と
見
つ
け
る
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
〜

K
i
t
a
k
y
u
s
h
u  

A
c
t
i
o
n
！
」

の
橘
原
大
会
実
行
委
員
長
の
威
勢
の
良
い

一
声
で
幕
を
開
け
た
本
大
会
。
全
国
か
ら

2
0
0
0
余
名
の
保
育
関
係
者
を
招
き
、

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
」
や
「
共
主
体
」
の
考

え
を
も
と
に
、
輝
く
未
来
の
た
め
に
私
た
ち

保
育
者
に
何
が
で
き
る
の
か
を
共
に
考
え
る

3
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

初
日
は
受
付
業
務
を
担
当
し
、
ロ
ビ
ー
に

充
満
す
る
参
加
者
の
保
育
に
対
す
る
熱
意
を

肌
で
感
じ
な
が
ら
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し

た
。
行
政
説
明
・
基
調
報
告
の
後
に
は
大
豆

生
田
啓
友
氏
・
長
田
浩
志
氏
・
山
口
有
紗
氏
・

北
野
久
美
氏
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
A
I

が
発
達
す
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
子
ど
も
の

心
に
寄
り
添
え
る
保
育
者
の
専
門
性
の
大
切

さ
を
改
め
て
学
び
ま
し
た
。「
あ
〜
心
地
よ

い
」
と
感
じ
ら
れ
る
瞬
間
に
寄
り
添
う
こ
と

が
保
育
者
の
役
割
で
あ
る
と
い
う
言
葉
が
特

に
印
象
に
残
り
、
私
自
身
も
ワ
ク
ワ
ク
感
や

幸
福
感
を
抱
き
な
が
ら
保
育
を
楽
し
ん
で
い

き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

2
日
目
は
、
第
8
分
科
会
「
職
員
の
資
質

向
上
〜
専
門
性
と
学
び
合
い
〜
」
に
参
加
し

ま
し
た
。
3
園
の
実
践
発
表
を
通
し
て
、
主

体
的
に
学
び
合
う
職
員
集
団
づ
く
り
や
、
保

育
者
の
前
向
き
な
言
葉
が
職
員
の
成
長
に
繋

が
る
こ
と
な
ど
、多
く
の
学
び
を
得
ま
し
た
。

自
身
の
課
題
と
も
重
な
る
内
容
で
あ
り
、

今
後
の
保
育
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

最
終
日
の
記
念
講
演
で
は
、
福
岡
ソ
フ
ト

バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
元
監
督
・
工
藤
公
康
氏

が
、
自
ら
行
動
（
後
ろ
姿
)
で
示
す
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
大
切
さ
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
姿
勢
は
保
育
現
場
に
も
通
じ
る
も
の
で

あ
り
、
深
く
心
に
残
り
ま
し
た
。

3
日
間
を
通
し
て
、
多
く
の
刺
激
と
学
び

を
得
る
と
と
も
に
、「
一
人
で
は
な
い
」
と

い
う
心
強
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。
本

大
会
で
考
え
た
『
私
た
ち
保
育
者
に
で
き
る

こ
と
』を
、子
ど
も
た
ち
の
た
め
、園
の
た
め
、

そ
し
て
自
身
の
成
長
の
た
め
に
生
か
し
、
今

後
も
学
び
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
北
九
州
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
大
会

に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
携
わ
る
と
い
う
貴
重
な

経
験
が
で
き
た
こ
と
を
大
変
光
栄
に
思
い
、

感
謝
し
て
い
ま
す
。陣

原
保
育
所
　
西
岡
　
彩

令
和
8
年
7
月
16
日
か
ら
17
日
に
か
け
て

宮
崎
県
シ
ー
ガ
イ
ア
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
に
て
「
す
べ
て
の
子
ど
も
の
権
利
と
育

ち
を
保
障
し
て
い
く
社
会
の
実
現
」
を
め
ざ

し
て
と
い
う
主
題
の
下
、
第
10
回
九
州
保
育

三
団
体
研
究
大
会
宮
崎
県
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
こ
ど
も
家
庭
庁
成
育
局
成

育
基
盤
企
画
課
、
教
育
・
保
育
専
門
官
の
馬

場 
耕
一
郎
氏
よ
り
「
こ
ど
も
家
庭
庁
の
政

策
」
と
題
し
て
保
育
政
策
、
人
口
減
少
、
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
、
人
材
確
保
、
性
暴

力
防
止
、
指
針
改
定
、
安
全
対
策
、
保
育

D
X
等
、
多
岐
に
わ
た
る
政
策
の
動
向
や

注
意
点
及
び
取
り
組
ん
で
い
く
事
項
を
細
か

く
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
保
育
の

あ
り
方
と
し
て
「
量
の
拡
大
」
か
ら
「
質
の

確
保
・
向
上
」
へ
移
行
し
て
い
る
事
、
人
口

減
少
が
進
ん
で
い
く
中
で
地
域
に
必
要
な
保

育
機
能
を
維
持
・
確
保
す
る
視
点
が
重
要
に

な
る
こ
と
、
性
暴
力
防
止
に
関
す
る
法
施
行

に
向
け
、
求
人
票
・
就
業
規
則
・
職
員
研
修
・

犯
歴
照
会
等
の
準
備
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

新
し
い
保
育
所
保
育
指
針
で
は
遊
び
の
深
ま

り
と
0
歳
児
か
ら
の
学
び
の
連
続
性
が
重
視

さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と
な
ど
学
び
が
多

く
、時
間
が
一
瞬
で
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

馬
場
氏
が
言
わ
れ
た「
ア
リ
と
キ
リ
ギ
リ
ス
」

の
例
え
を
肝
に
銘
じ
、
中
長
期
的
な
準
備
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

分
科
会
で
は
第
2
分
科
会
の
子
育
て
支

援
・
多
機
能
化
と
い
う
テ
ー
マ
の
下
で
実
践

発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ど
の
子
も
、
ど
の
家
庭
も
取
り
残
さ
な
い

と
い
う
理
念
の
下
、
取
り
組
み
を
可
視
化
し

た
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
マ
ッ
プ
を

作
成
し
、
妊
娠
期
か
ら
就
学
前
ま
で
包
括
的

に
支
援
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
た
実
践
発
表

で
し
た
。
印
象
に
残
っ
た
の
が
助
産
施
設
に

よ
る
産
後
ケ
ア
や
産
後
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

を
行
い
な
が
ら
伴
走
型
支
援
を
実
施
し
て
い

る
事
で
、
い
か
に
自
分
た
ち
で
必
要
な
仕
組

み
を
作
っ
て
い
け
る
か
が
重
要
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
。
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
と
は
特
別
な

支
援
で
は
な
く
生
活
の
中
に
自
然
に
と
け
こ

む
こ
と
と
い
う
言
葉
が
と
て
も
印
象
的
な
分

科
会
で
し
た
。

認
定
こ
ど
も
園
栄
美
保
育
園
　
宮
原
　
健
輔

第
68
回
全
国
私
立
保
育
研
究
大
会

（
北
九
州
大
会
）

第
10
回
九
州
保
育
三
団
体
研
究
大
会

（
宮
崎
県
大
会
）
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支
部
近
況

八幡東支部篇

新
年
交
流
会

令
和
8
年
1
月
9
日（
金
）に
千
草
ホ
テ
ル

に
て
八
幡
東
支
部
新
年
交
流
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。新
年
会
に
は
北
九
州
市
八
幡
東
区 

喜
州
淳
哉
区
長
、宮
金
満
八
幡
東
区
次
長
を

は
じ
め
多
く
の
来
賓
の
皆
様
を
お
迎
え
し

ま
し
た
。

境
目
支
部
長
の
挨
拶
で
会
が
始
ま
り
、お

い
し
い
料
理
を
頂
き
な
が
ら
、ゲ
ー
ム
大
会

と
ビ
ン
ゴ
大
会
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

ゲ
ー
ム
大
会
は「
的
あ
て
」を
し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
対
抗
形
式
で
園
、来
賓
、施
設
長
で

グ
ル
ー
プ
を
作
り
、1
グ
ル
ー
プ
に
つ
き
、的

に
ボ
ー
ル
を
3
回
あ
て
て
得
点
を
争
い
ま
し

た
。応
援
の
コ
ー
ル
が
響
き
お
お
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

ビ
ン
ゴ
大
会
も
い
ろ
い
ろ
な
景
品
が
あ
た

り
、皆
さ
ん
大
喜
び
で
し
た
。

交
流
会
を
通
し
て
元
気
を
も
ら
い
、新
し
い

一
年
の
良
い
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

支
部
研
修

令
和
8
年
2
月
20
日（
金
）に
レ
イ
ン

ボ
ー
プ
ラ
ザ
に
て
福
岡
県
助
産
師
会
の
道

園
亜
希
氏
を
お
招
き
し
、子
ど
も
の
性
に
つ

い
て
～
子
ど
も
と
の
関
わ
り
を
考
え
る
～

を
テ
ー
マ
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

性
教
育
が
テ
ー
マ
で
し
た
が
、お
話
を
聞

き
日
頃
の
関
わ
り
の
大
切
さ
を
改
め
て
実

感
し
、保
育
を
振
り
返
る
良
い
機
会
と
も
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、た
く
さ
ん
の
絵
本
も
ご
紹
介
し
て

い
た
だ
き
、実
践

に
活
か
せ
る
内
容

で
し
た
。
参
加
し

た
職
員
か
ら
は
好

評
で
し
た
の
で
、

前
回
参
加
で
き
な

か
っ
た
職
員
も
お

話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
今

年
度
も
開
催
し
ま

す
。
皆
で
共
有
す

る
こ
と
で
、意
識

を
高
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

保
育
ま
つ
り

令
和
7
年
11
月
1
日（
土
）に
イ
オ
ン
モ
ー

ル
八
幡
東
の
い
ち
い
が
し
の
広
場
に
て
行
な

い
ま
し
た
。今
回
は
初
の
試
み
と
し
て
、八
幡

東
区
・
西
区
の
合
同
で
開
催
し
ま
し
た
。

例
年
行
っ
て
い
る
八
幡
東
区
の
開
催
形
態

を
も
と
に
、八
幡
東
区
・
西
区
の
担
当
者
が
各

コ
ー
ナ
ー
の
遊
び
を
何
に
す
る
か
す
り
合
わ

せ
を
行
い
、内
容
を
決
め
ま
し
た
。

当
日
、広
場
に
は
保
育
園
マ
ッ
プ
を
展
示

し
、育
児
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、保
育
所
の

ア
ピ
ー
ル
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
、子

ど
も
た
ち
が
遊
べ
る
よ
う
手
作
り
お
も
ち
ゃ

コ
ー
ナ
ー
（
パ
ッ
チ
ン
が
え
る
と
手
裏
剣
作

り
）や
お
菓
子
釣
り
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
多

く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、着
ぐ
る
み
と
の
写
真
撮
影
も
人
気

で
し
た
。た
く
さ
ん
楽
し
ん
だ
後
は
、自
分
で

作
っ
た
お
も
ち
ゃ
や
釣
れ
た
お
菓
子
に
加
え

て
、か
わ
い
い
絵
や
色
の
豊
富
な
中
か
ら
選

べ
る
手
作
り
コ
マ
や
絵
本
の
お
土
産
が
あ
っ

た
こ
と
も
あ
り
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
も
大

変
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

お
土
産
を
お
渡
し
し
て
い
る
時
に
は
参

加
者
の
方
か
ら
保
育
園
に
つ
い
て
の
お
尋

ね
も
あ
り
、
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、「
こ
の

よ
う
な
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
な
ん
て

知
ら
な
か
っ
た
。
次
は
い
つ
で
す
か
？
」

な
ど
嬉
し
い
お
言
葉
も
い
た
だ
け
ま
し

た
。
事
前
に
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
た
の

で
、
知
っ
て
い
て
来
場
し
た
方
も
多
か
っ

た
の
で
す
が
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
き
て
偶

然
通
り
か
か
っ
た
方
に
も
好
評
で
多
く
の

方
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。

前
年
度
に
引
き
続
き
、令
和
8
年
7
月
25

日（
土
）に
八
幡
東
区
・
八
幡
西
区
の
合
同
開

催
2
回
目
の
保
育
ま
つ
り
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
場
所
を
八
幡
西
区
に
移
し
、イ
オ

ン
タ
ウ
ン
黒
崎
で
行
い
ま
し
た
。
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去
年
の
春
、
年
長
組
さ
ん
と
一
緒
に
、

園
外
保
育
に
行
き
ま
し
た
。
園
外
保
育
に

行
く
前
に
、
担
任
の
先
生
に
、
歌
を
2
曲

ほ
ど
練
習
し
て
お
い
て
下
さ
い
と
伝
え
て

い
ま
し
た
。
園
外
保
育
に
行
っ
た
先
で
、

2
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
紅
白
歌
合
戦
を
し

て
も
ら
お
う
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

目
的
地
に
着
き
、
ひ
と
段
落
し
た
後
、

歌
合
戦
が
始
ま
り
ま
し
た
。
担
任
が
ク
ラ

ス
を
2
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
私
が
審
査
員

に
な
り
ま
し
た
。
一
発
勝
負
の
歌
合
戦
で

す
。
先
攻
が
歌
い
終
わ
り
、
次
に
後
攻
が

歌
い
ま
し
た
。
後
攻
は
、
先
攻
の
様
子
を

見
て
、
そ
れ
を
越
え
よ
う
と
す
る
の
で
、

後
攻
の
方
が
有
利
で
す
。

し
か
し
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
も
、

結
果
は
、
明
ら
か
に
後
攻
の
方
が
元
気
よ

く
歌
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
後
攻
の
勝

利
と
判
定
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
い
つ

も
同
点
の
判
定
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今

年
は
ち
ゃ
ん
と
判
定
を
つ
け
よ
う
と
思
い

「
後
攻
の
勝
ち
」
と
判
定
を
し
ま
し
た
。

す
る
と
「
わ
ー
ん
」
と
先
攻
の
グ
ル
ー

プ
が
泣
き
出
し
ま
し
た
。
あ
ま
り
の
激
し

い
泣
き
ぶ
り
に
、
そ
ん
な
に
真
剣
勝
負
を

し
て
い
た
の
か
と
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

秋
に
な
り
運
動
会
の
後
、
ま
た
年
長
組

さ
ん
と
園
外
保
育
に
行
き
ま
し
た
。
目
的

地
で
、
様
々
な
遊
具
で
遊
び
、
皆
は
と
て

も
楽
し
そ
う
に
し
て
い
ま
す
。
も
う
帰
る

時
間
が
迫
っ
て
来
て
、
広
場
に
移
動
し
ま

し
た
。

運
動
会
の
後
な
の
で
、
実
は
私
が
担

任
に
リ
レ
ー
の
バ
ト
ン
を
持
っ
て
来
て
下

さ
い
と
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。
運
動
会

の
時
よ
り
も
ず
っ
と
広
い
広
場
で
紅
白
リ

レ
ー
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

よ
ー
い
ど
ん
で
ス
タ
ー
ト
で
す
。
広
い

広
場
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
全
力
で
走

り
ま
す
。
そ
し
て
遂
に
最
終
ラ
ン
ナ
ー
が

ゴ
ー
ル
で
す
。
決
着
が
つ
い
た
そ
の
瞬
間
、

「
わ
ー
ん
」
と
ま
た
負
け
た
グ
ル
ー
プ
が
泣

き
出
し
ま
し
た
。
ま
た
激
し
い
泣
き
ぶ
り

で
す
。
私
は
ま
た
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
園
庭
で
は
一
時
紅
白
リ
レ
ー

ご
っ
こ
が
流
行
っ
て
い
ま
し
た
。
泣
き
ぶ

り
の
激
し
さ
の
濃
淡
が
あ
る
だ
け
で
、
子

ど
も
た
ち
の
様
子
を
よ
く
よ
く
見
て
い
る

と
、
勝
負
事
で
は
よ
く
泣
い
て
い
る
様
で

し
た
。

去
年
の
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
通
じ
て
、

子
ど
も
は
い
つ
も
真
剣
勝
負
な
の
だ
と
改

め
て
知
ら
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

園
庭
で
の
自
由
遊
び
の
時
間
、
見
守
り

を
し
て
い
る
と
、園
児
た
ち
か
ら
よ
く
「
先

生
見
と
っ
て
ー
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
鉄
棒

の
ぶ
ら
下
が
り
や
、足
ぬ
き
回
り
、前
回
り
、

逆
上
が
り
と
、
自
分
が
出
来
る
様
に
な
っ

た
技
を
披
露
し
ま
す
。

あ
る
日
1
人
の
子
か
ら
「
先
生
見
と
っ

て
ー
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
す
る
と
、
逆

上
が
り
を
足
を
着
か
ず
に
2
回
連
続
し
て

い
ま
し
た
。
先
生
た
ち
が
教
え
て
い
な
い

の
に
も
関
わ
ら
ず
で
す
。「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
に
な
れ
る
ね
!
」
と
思
わ
ず
私
は
言

い
ま
し
た
。

す
る
と
そ
の
子
は
「
私
と
も
う
1
人
の

子
が
出
来
る
」と
言
い
ま
し
た
。
ま
た
び
っ

く
り
で
す
。
そ
の
後
、
更
に
3
人
目
の
子

が
連
続
逆
上
が
り
を
出
来
る
様
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
も
10
回
連
続
で
す
。
私
が「
凄

い
!
」
と
び
っ
く
り
し
て
い
る
と
、
後
日
、

2
回
連
続
が
限
界
だ
っ
た
子
が
、
10
回
連

続
し
て
い
ま
し
た
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
心
、

真
剣
な
心
、
去
年
は
大
い
に
感
心
す
る
一

年
で
し
た
。広

済
寺
保
育
園
　
嶋
田
　
崇
秀

美術・絵本評論家の松本 猛さんが「絵本とは何か」のインタビューより。
「子ども玩具からアートへ、絵本を世界の扉を開くきっかけ」、「いま絵

本は子どもだけでなく大人も心を揺さぶられる文学」。
美術品として絵本に携わってきた素晴らしさを伝えてきた氏の経験か

らの言葉です。
近年は少子化が進む一方絵本も多様化し、電子書籍化されタブレット・

スマホで読むようになり利便性を求める時代になりました。便利になった
はんめん親子でのコミュニケーションが減り想像力が妨げられる可能性
が指摘されており、絵本を通してのスキンシップも薄れてきています。

皆さんも小さい頃お土産に絵本を頂くと、子ども心に何度も読み返し
夢中に絵本を読んでいた記憶がありませんか。

先日、近くの行きつけの理髪店で予約時間より早く着いたのでイスに
座って本棚を見ると漫画本と週刊誌が並んでおり、ふと別の棚に目をや
ると絵本が 2 冊おいてありました。

絵本の事を尋ねてみると数十年前、田舎のお寺の本堂で販売しており
その時 2 冊自分の子どものお土産として買い求めたとの事でした。一冊
手に取り読んでゆくと内容はおじいちゃんと孫の日常の深い絆を通し、そ
の後大好きなおじいちゃんとの別れを通じて、おじいちゃんが遺してくれ
た色々な言葉を思い出し悲しみから少しずつ前を向いて歩み始める温か
い様子が描かれ、作者の、いのちの尊さや味わい深い温かみがとても感
じられました。

理髪店での絵本が今も大切に保管され、これからも色々な人に感動と
読むたびに新しい発見に出会う事を願っています。

松本 猛さんの「古い絵本が現在もそのままの形で読まれている」とい
う言葉が思い浮かびました。

保育園での絵本は年齢に応じた絵本を選ぶことで、言葉の発達や想
像力を育む役割を担っており、こども達と先生との信頼関係を築き集中
力を身に付け繋がりを深める大切な時間です。絵本の素晴らしさを語り
伝えて行く事の思いを再認識したことです。

「げんきでね ツマちゃん
（ツマグロヒョウモン）」

雑
感

泣
い
た
り
喜
ん
だ
り

編 集 後 記 — 絵本の魅力再発見 —

「保育北九州」編集委員長　西 敏昭

（5歳児の作品）


